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　阿蘇警察署協議会は、地域住民の皆さんから阿蘇警察署へ
の要望や意見を伺い、署の業務運営に反映させるために、平
成13年6月から設置されています。 
　6月初旬、住民の代表として、以下の5人の方々が熊本県公
安委員会から阿蘇警察署協議会委員として委嘱されました。
今後、2年間の任期で職務に就かれます。 
　写真左から、高日富由美さん（坂の上）、渡邉富廣さん（上
役犬原）、酒井幸徳さん（産山村）、梅木てる子さん（桜町）、
稲吉淳一さん（内牧2区）です。 

警察署へ要望や意見を届けます！ 

　平成19年度新規就農者激励会が7月20日行われ、阿蘇郡市内で新
たに農業に就いた20人（うち阿蘇市内9人）が集いました。この激励会は、
阿蘇地方青年農業者クラブ連絡協議会（4Hクラブ）と県とで催され、
主催者挨拶の後、新規就農者支援の説明や先輩の就農体験談発表、
意見交換会、4Hクラブの紹介がありました。就農体験談では民間企業
を退職し昨年就農（トマト）した塩谷先さん（西仲町）ら3人が発表し、新
規就農者を励ましました。今回、司会進行を務めた4Hクラブ事務局長
の岡田孝七さんは「ぜひ仲間になり、安心・安全・高品質を考えた阿蘇
らしい農業を一緒に創りたい」と主催した感想を述べました。 
 

新規就農者が激励うけ農業に意欲 

　阿蘇市環境保全審議会の第1回会合が7月24日、市役所
で開催されました。 
　この審議会は、阿蘇市で特に重要で大規模な開発行為
が行われる場合や、特に環境保全を必要とする地域等を
審議し、秩序ある開発の誘導を行うことを目的として、
今回初めて設置されました。 
　会合では、市職員が市の開発規制等の状況、前年度の
市の開発行為状況等について説明を行い、今後、環境保
全をどのように進めていくかなど活発に委員間で意見を
交換しました。 

環境保全審議会が新たに設置 

 恒例の熊本県実業団バレーボール夏季大会（一の宮旗）が7月29
日、一の宮町の体育館で繰り広げられ、今年は男子10、女子2チー
ムが試合に挑みました。この大会は、毎年一の宮町で開催されてお
り今年で45年目を迎えます。 
 大会前日、連盟の設立45周年を記念した式典が内牧のホテルで
開催され関係者やアトランタオリンピックで女子バレーの監督を務め
た吉田国昭氏が来賓で出席しました。式典では花岡会長が「第1
回目の大会は一の宮中のグラウンドで青空の下行った。当時の一
の宮の選手たちが盛り上げてくれたおかげで今に至っているといっ
ても過言ではない」と一の宮旗ができた経緯などを熱く語られました。
なお、これを記念し、阿蘇市バレーボール協会長の内田徳郎氏、坂
梨ママ、一の宮ママ、一の宮男子チームに感謝状が贈られました。 
 

県実業団バレー連盟45周年式典が阿蘇市で開催 
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じ
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落
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落
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遺
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態
に
迫
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た
い
と
思
い
ま
す
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阿蘇西小学校西側調査区全景 
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